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東京では鉄骨造、鉄骨コゾタリート進の新築が甚「ご

活況を呈して居る。大阪でも最近はかな bの現場が散

凡される。漸く建築界も本格的な活動J l 1 J に入ったよう

でゐる。

然るに先般既にニッケノレ等の使用制限が実施され、

また 6 月16 日付の新聞は建築に使用する鉄鋼、木材等

のf相j 阪を伝えて居る。何時も自由の到来するが最色遅

し そ の後退するのが最も早い建築界の傾向を、この

度色如実に 示し て居るのである。

勿論伝えられる制限はキャバレー、 待合等の享楽建

築の由である。然し乍ら敗戦直後めの厳しい制限の下

でもいち早〈新築の行われたのは、こ の穫写楽建築で

はなかったか。今度制限を行つでもやはりその種の建

築は何かの名目 で相変ら子新築され、結局最後に制限

によって起る不自由を負わされるのは庶民住宅の建築

ではないのTごろうかc

本来ならば未だに住むに 家なき多くの人々が放置さ

れて居る 今日 、世界情勢の変化を待つ迄ちな し 不 急

の建築は抑制されて居て不思議ではなし、。むから事業

建築に何等かの制限が行われること自体に異議はな

い。 TこちJ それは表面の体裁で、 結局実質的には庶民の

負 担 に な る の で は な か ろ う か と 云 う こ と が 案 ぜ ら れ

る。何しろ国会で認められた不十分な結核対策 費 が

「国力にふさわしくなし、」 との理由でその削減会考慮

する人も居るのピから、次には 「国力 仁ふさわしくな

い」から庶民住宅の建築も制限されるか色知れすえ

以上の様なことを云うのはま t:' 人 聞 が 甘いのか知れな

L、。
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地下二階平面図

1 廊 下

2 女 子 更 衣 室

3 便 所

4 浴 室

事寄主主よ b見る



茶 室 ・左手に7 ] < 屋がゐる

南面外線 ベラゾ〆主主松チヨ

ゾナ ハ ツ リ ス テ イ ゾ 色 付 げ

北 面 外 観 道 路 よ り 玄 関 ポ ー

チに至る外観車道は北側を廻

b地下室のポ ーチに至る。

洋間寝室天井滋漆l喰 中 塗 b上

水性主主 b造作材は塩地手前洋

服タ γ ス 、 床 検 フ ロ ー リゾグ



斗. 事 概 要

位 置 三定県志摩郡神明 l寸' R:烏

設 計 村 野 、 森建築事務所

管 理 近 畿 日 本 鉄道株式会社

施 工 土 木 建 築 工 務 株 式 会 社 大 林 組

援 房 H  三 機 工 業

電 気 H 紅 屋

衛 生 H 大 林 組

工 期 自昭和25年7 月 三日目手口26年 3 月

建 築

新 築 部 分 J 77延 坪

面 積

内訳 新築部 移改士符築部分

地 2 階 / J 87  

地 1 11 /  Ｕｾ＠
J  11 88. 5  319 

2  1; 88. 5 J  92 

177.  750 

構造 鉄筋コソクリ ー ト造及木造

三重県鈴鹿市平周よ b移改増築せるもので地

下 ] 2 階は鉄筋コ: / クリ ー ト造新築 1 2 階は

主と して接客用地下は従業員用と じて区‘ 分さ

れている 新築部分は総て客室とし 1 階は濯

洋風 2 階は洋風 移改対日は数寄家風客室及

茶 室 食 堂 部 分 準 洋 風 月IJ に附属従業員宿舎

木 造 二 階 建 延1f. S坪

基 礎 鉄 筋 コ ゾ ク リ ー ト 薬石地業

主体 H  

屋 根 鉄 筋 コゾク リー 1、及木造日本瓦葺

タト裟腰、 ニ ｉ ｕｈ ｉｉ ｾ 竪板目板防、オイルステ γ

仕上京及南側リソイド掻務し及自

然 石 焔 b 上部 リソイド鑑洛し

内装 床 一 階 客 室オ 戸クフロ ーリ ゾ グ 廊

下 テ ラ ゾ - i3<モルタ ル

二 階 客 室 モ ル !l 1し 廊 下 問

目 哩 壁 天 井 巾 木 ベ ニ ヤ 漆喰粗: r u

仕上げ水位ベゾキ

其他 テラス 自然石貼 b 浴室タイ ル姑 b

2足漆日食オイ ノL ペゾキ

車苦手 松 チヨユノナハヅリステイゾ色付

食 堂 天井小屋見出し壁漆日食中塗の ま〉

談話室 床検 7 ローリ ゾグ長長官安喰中主主仕上

げ天 井及柱w . 格板大和E長生地ラ ック仕上げ

一階ホ ール吹抜天井 手 スリ精生地小屋

梁見出し白竹青年し漆喰電灯器具竪木材



設 計 1寸至子・長年建築

事 務 所
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ロビー衛説

ロピ ーの謹は朴の木ペ

ェヤ張 b生地仕上と漆喰、

破ベゾキ仕上でフレ γ チ

0・レ ーで涜ーされた併用

嵯である、 家 具 及 カーテ

ゾヰn・地の色はカパ色を主

色とし、その他家具、調

度、ケース類は桜の生地

仕上、ホワイトフロゾズ、

黒色或はク リーム色ラッ

カーのケースの緑どり等

混用されている。天井ま

でーばい25尺の高さに捕

かれた東郷育児氏の壁繭

カ玉ゐる。

ロ ビ 一 階 を 吃 る

工 事 悔 裏

鉄骨鉄筋コ γ グリート進地上 8 階 羽下 2 階戦災犠ピルを復旧し地上 3 階迄を百貨底に使用して 4 階以上を

ホテルとした。併 3 - 4 階の踊場に直結 させて ロピーか新築され、更に映函館を新築した、そこに百貨庖・ホ

テル ・挟函館の三者綜合的一体が試みらたのでゐる。

外装正面は人造石洗出し友人造石プロック貼 b裏側色モルタノL 吹付仕上で内装は漆喰塗、天 井、漆喰室、モ

ルタ J l. 木銀仕上ベゾキ塗でゐる そしてクリーム色と紫色、紺色の色彩構成をなしている。

客 室 洋 間65室〈パスルーム付〉日本側 6 室 結 滋 式 場 ; 大 食 堂 。 ∞ 人Aコ 中 食与堂仁100人用 ) IJ、食堂 ( .50

人用コサロゾピオレ、ロー ズパ ー、ス b イサロゾ、ダゾスルーム等共通パスル ーム、 使所、厨房、客用エレペ

- )1 - 2 台、事務局 1 台

室

二階平面図

1 予 備

2 パ ル コ ニ F

3 予 備 室

4  ロ ア ピ ー 上部

5 予 備 室
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7  エレベータ ー

ホ ー J l.

置物9  
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ホテ J l -各階 卒面 図
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所 在 パ ナ マ 市

鮫 計 Edwar d &.  St one 

太子洋に速る、海峡を見渡? す丘の上

に立つ。数マイルの近〈に南北両米

をつなぐ航空路の飛行場があ h絶 好

の位置を? 占 めて居る 。

/  

ホ テ ル エ ル ・ パ ナ マ

プラ γ の特徴は、先す・ロピ ーのな

いことで「設計者は研究の結足利

潤ぞあげない広いロピーを廃し、一

階にはパ ー、 レス トラゾ等を多〈と

b、すぺての4容をそこへ吸引するこ

とを考えた。告書c2 の特徴は客室の大

部分ｾＩ十廊下にし貿易風が室内 を貫

流する様にして、 それらの室は空気

調整を行って居ない事である。 但し

中廊下総の客室及び公室は冷房を行

って居ることは云う迄もな l 、。建物

南西はパノレコニ〈片廊下の部ではそ

れがノ〈ル コニになって 居る〉の連続

で蜂の巣の如ｾ外観となって居る。

平面図に明かな通 b建物外にも食堂

その他ぞ広〈設け戸外ぞ楽 しめる様

にしである。平面図の潟県い部分は

上階のプラ γ を示す。

下左図 常食堂の一部を中二階よ

b見る。中二階は賭1草場米食堂にな

って居る。

くT he Magazine  of 

Bui l di ng， Apr .  1591)  
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平面図 基準階平面図。型車黒〈見える太線は耐震壁。

前頁平面図の下方のフロ γ トテラス。
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断 面 図 ( 1貰 何 回 酬の事)
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和 洋 条 用 客 室 標 準 展 開 図

74<7ω 

玄関及階段囚リ鮮細図

一会初。

ＧＧｉｉ ＧＧＧＧ Ｇ ｾｈ＠ ［ＨＱ ＷＧｾ＠ 120. "  

和 室 標 準 展 開 図
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志 摩 観 光 ホ テ ル の 企 画 と 設 備

久し い聞 の努 力 が笑を結んで 、 昭 和 ｩＲ Ｓ ｾ Ｑｬ 月 伊勢志摩

地方が同立公園に設定されはしたものの、当時の財政や

資材等には相当の隆絡があって、 ド!ぼしい施設は何等施

主れなかった。けれども 、こ L までlhを迩んで来た以上

何 とかしなければならないとし 、 う道義的 ＢｩＧＱ 任は三ｾｩ｝ｩＺ県当

局者を相当苦しめて居たと思われる。叉この地械を抱え

ている近畿白球鉄道とさ= : ! f i : 交通との岡鉄道会社もこの設

定を何より の好機として未開発地の開拓に乗り 出して、

たとい万金を投じても将来への治T i を打つ可きであると

はわかっていても 、 これ叉鉄道自体の戦時中の深い痛手

からの立ち上 りに*，' _; 一杯でも具体的な佼資には積極的Jこ動

かれないのが炎仙だった。 而 もが) 、久しい聞ならさ れ培

はれて来た戦時態勢的た1i j) 労叫念l士、こ うした観光 とか

遊貯などと云ったl有事11慰安の

分野への: 引ききド罪怒視ーーと

までは云わなくとも 、少くと

も国家的でないという観念的

のプレ 戸キt 働いて1t:.たので

更に施設らしいもの L 実現は

見 られなかったのだった。

しかし、追い、心い と戦後の

社会秩序も回復され人心 も平

静を取返えずにつれて、長い

間国民から忘れ ら れ て い た

i 1l:¥l.光」の分野がクロ ーズア

ップされて、国家的な勤労と

か、食綴dZの買出しむごどと云

った恋々しい肉体労苦の 凶iから観光の平静な約相11慰安の

而 ｩ へ 人足 がようやくよ柊くなりつｾ［ｬ￵る布突は 決 して鉄道

会社¥- l 見逃しはしなし、。それに点珠玉として自他共に許

す御木本翁の多年にわたる海外への宣伝l士、真珠をマニ

アの対象にまでしてしまったのだが、その益殖や加工の

実態が直接見聞出来るというぷは、はるばる 日本へ進駐

して来た占領軍将兵やその家IK- 述にとっては、総かに大

き'/:t_一つの興味でもらり魅力でもあろう。そのために

カk マツカサ 戸やアイケノレバ ーカ{ を始めとして、軍の

高官速はこと ごとく この地を訪づオ l 兵i主さえもこんた僻

地へ足を運んで、その数の日地しに多くなりつ L ある現

状¥- l 、国際的な観光 と以珠貿易のためにも 一段と具体的

危もの L 実現に迫られて来たので、土地開発に乗り 出し

た県当局と両鉄道会祉の三者が一体となって具体策の立

案 に 入 れ そ の 第一段階として道路の整備と ホテルの建

設とが狙上に上って来た。
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高u者¥- l 鳥羽白鳥間約30粁の県道の改良で、こ れは県の

予算によるま|阻止Z作業と L 、後者の ホテルについては

外人を刈象とする ホテルでるる こと

従って- A 珠とは切り !維をtr. い英)，ttr部付近を敷地 と

すること

建設資金( - ; t ー佑円内に止めること

などが議決さわたのが昭和23年の 中頃だったと記憶す

る。

伊努志摩国立 公 闘を国際 的 ｩ こするためには 、 ＺｊＮＧｾ獄と 結

びつけたが一帯よL 、し、兵珠となれば英政消とは不献に

なって くる。

註 主主殖兵珠の 日 本会主Ｘｊ ｾ ｾｾＷＰ Ｅ は こ の 尖 ｊ 誕湾 、

残りの30%が土佐湾と 大村尚だと云われる。

この英成法でもその何処に

ホテルを建設すろか一一これ

にも数ケ所の候補JUJ がー! ぷは

診げられたo ;J. l 球主主殖の拠点

(-l ー ヶ所ではなく、前の沿岸

至る処にらろし 、i刻J_，j くノタ翁が

今日の 大をなす迄の拠点、だっ

た ｹＢ ｦｴｾ 島、現 在 の翁の拠点の

大崎、 言: ちの最強z. j 也の' l f 島、湾

のJ!f: l光を越えて大企ド洋の水平

総を見l士ろかせるH!i 山、直長

湾に接しては目ーないが男性的

動的な風光の波切等々 、似つ

かわL ¥， 、伺所lま多ベ・あア3が、

交 通の 似 と土 地 入手の 作 易と、ぞして 土 ｴ ｕ ｊ ａｬＡＭ ￬ が河｜ｾ色で今

後の開発方主|に従ってどん仕方向にでも 色JTけが出米る

などの迎肉で、賢島がその第一需に選ばれたのは極めて

自然である。

賢島l主烏写jから電車で約 1・時間、三A 交i温会社志j李総

の終端で伊勢志摩国立公闘のほピ 中 央に似し、英もＡｾ湾 、 で

は最も奥まったところの小島であって、木土とはi華か20

米程でばらるが、ともかく自然の海峡によってi枕されて

いるので島である事には間迷いはない。かしこがI也名、

資島{ 工駅名で島全体は兵珠島と云うのだけれど、賢島の

通泊、が一千存人に知られている。

全島の而i積約53万王y. 方米く16万j耳( ) その殆どF : 音yが近

鉄傍系の以珠烏土地会 社 の 所 有 地 で、海 岸 仙 の 延 長

7，200米という防 fl1lに富んだ島で、 風光:: i って切! 明、 i"- J

囲を取巻し海国は常に鋭の如くに平静、*tt 訟の色をたピ

えて真珠謎殖の筏を浮べ、その間を必殖作業にi i : 反する



小型モーター紛が純白の姿で「水すまし」の如くに軽快

に水匝iを切って行く様は名画そのま L である。湾内の各

所へ、叉浜島、御座、和具等への定期連絡船、湾内観光

船もこ L の溶から発着し、貸幸子の集散地でも ある。

種々な曲折をへて、この災珠烏の土地が確定されて具

体的な現場の調査を進める と共に、他方資金聞に於ても

三重県と両鉄道会社との出資による新会社を設立、この

自己資金によ る以外に見返資金の獲得を計ること、大被

省財務局から三軍県鈴鹿市所在の元海軍航空隊将校クラ

プの払下げをうけて移築し、建設授の節減を期するなど

の大綱が出来上った。そしてこの建物の払下. げ手続、ホ

テノL の建設認可、見返資金関

係手続、 真珠島内の ホテルに

至る道路設定改修工事等 ｬｾ 県

例で担当、建築に関する一切

の企画設計と監賢は近畿日 本

鉄道が担当する事に分野を決

めた。

そこで建築に関ずる具体的

な問 題の 第一に治手 ｌ た事 ｬｾ

上水だった。

日本地質図に よれば、ーの

地域は第豆紀洪積層となって

居るの で定石通り深井戸を鋼

さくして揚水遊治消毒の方式

をとる可 く、湧水盆ー底夜

2，000石以上を目途として盤

弁にとりか L ったのは昭和24

年 4 月、而し途中で地質極め

て堅硬、掘さく 至難となり、

銅進 ｬｾ 日に ＱＰ 複内外 ｕ 、う有

様になったので一時こ の工事

を中止して、京大地質学教室

の償山同士を!lhlb、多くの権

威者、 専門業者等の御足労を .. 

砂岩の合水率第三紀留の軟いものにくらべではるかに少'

いと云われる。

問自いのはこの的矢層が沼曲してその表面が侵蝕を号

けた後、約50万年前この地帯が沈降して浅い海となり 、

その海底に似F利、砂、粘土を推秘 して光志摩屈を作 り、

つピいでこの地滑が50- 7 0米隆起し、て平担な台地となり

その表而を河が浸蝕して谷や平野を作り、これが再び20

米程沈降して平地や谷には海が没入して現在の複維なこ

の地特有の海岸線が出来たものだとされている事であ

る。

地質学的には興味に宮み' この地に因んだ鵜方局、 的

' f Y 帥: 数

矢筒、光志摩同などの学名ま

で作って居る土地も、ホテル

計画jからはまことに不利この

上もなく、滞水j留として良好

なこの先志摩胞は台地表面に

皮膜の如くうすく、以下は凡

て堅硬な的矢帽のために多量

の7 J c は望まれそう'にもなし、。

只柑当の断肝がｾる時、之れ

へ井戸を掘り当てた場合だ

け多少得られるかも知れない

ーーーとの一能の望みに、 JI Iら

ししづ11のなく、水の湧く織な

谷らしし、谷もないこの地一帯

の断'Ji ;<J を求占うて、置い足取り

で余す処なく踏貸したがやは

り無駄だった。水なくして水

商売をしようという一一天窓

にそむかねばならなレ結果と

なり立ち上る織に企[ 到の根本

をゆるがす様な難闘に逢着し

てしまった。

元来からこの地借は海岸線

照曲の複中止とその延長が素晴

わずらわせて現地調査をしたり、大林組筏術研究室谷口 らしく長L 司L 若干小な島々の多い事、しかもどの部分も

技師の手に よって電気抵抗探査機によ る地抵抗を測定し 高さは海水聞から25米{ 立を限度として丘叉丘の連続、山

た結果は実に興味の多い地質であ る事を聞かされた。 らしし、ものもなければ水田となし得るような平担地もな

1 i ! P ち浜島一横山一磯首，ー的矢にβオ? で以南のこのt也被 い。樹木 ｉｾ 倭小でうっそうとした森林の殆どない事Ｇ海

は20- 30米前後の依平な台地で、その表聞は砂利、砂、 岸には白砂なく絶壁織で、砂岩の風化された目覚めるば

粘土などから仕っている新第紀洪積院の約50万年前の先 かりの貨潟色の山上で切り立てになっている事などは他

志摩同叉は潟方局と名づけられる特色のおる地質でt . ， にはその芸員会く乏しい。

る。而しその厚さは非常にうずくて、それ以下の基継の こ L 英嘆の湾を一歩外に出れば忽潟j並巻く 大洋であり

地位は約1位3千万年前の中生代ジユラ t断汗で、的矢明と なだたる航海のi倹所の熊野灘、そのうちでも最大の険所

もよばれる砂岩と負岩との五，ｾであ る。この柄 ｬ ま 東西の とされている和兵の大島、波- 1 ; ( 1の大正: 崎も、こ の湾を抱

走向で、北} こ30- 70度傾斜した複雑な稽曲を して生成し へ込む巾せまい半島の外側にありながら、この湾のみは

た地崩で、極めて古いためと、強い地殻変動の圧力をう 全くの別天地で常に女性的な平rfil を持ち、青空を映じて

けてし、るために、砂岩、 負岩共に堅硬な岩石となって、 鏡の水簡は車tt 砦そのもの L 色をたピ え、この地特有のき
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えた明るい黄謁色の土は毅然と水打際に一線を号 11. 、てい一

る。この! f 4 織な地相と美しさとが開光客の自をひき、之

れに海女のェキソチックな生態と浜木綿のi翁郡調とか織

りなして志摩を夢の国にしてWi るのかも知れなレ。

ともおれ、第一段階の陵鉄にあいながら、南の国の夢

をのみ追うている訳にもゆか子、他の水源を求めての水

道工事を調貸の題目とした。建築子定地から約 4. 5 粁離

れた前}II 、約 6. 3 粁の長尾川があるカミ、水量のさして期

待出来る農のものでなく、而も貴重治: 獲澱用としてこの

地方唯一のものであるだけに、之れを水源とするには種

々の聖堂 ｾ￮ が予想された。

最後手段として多数な浅井戸によって地表聞の風化さ

れた砂岩府の滞水を採って上水とし、別に雨水を貯潤し

て雑水とする方法を考えた。

当地の雨量l文相当に多く、しかも特有た傾向を示して

いる。過去二十年間に於ける月別の降雨量はみ; の様であ

る。

1 月 8 7 mm 11民位11 7 月 192mm ＱＱＱ Ｑ則合 ｾＵ

2  1/ 94 10 8  1/ 235 3  

3 ' ， 122 9  9 1/ 302 1  

4 1/ 185 6  10 1/ 296 2  

5  1/ 145 7  11 1/ 129 8  

6  1/ 212 4  12" 76. 5 12 

計 2，075. 5mm 一ヶ月平均 173mm 

自Hちi誌も少いのは冬期で' 二月一月十ご月の 3 ヶ月松

い、夏季の七月八月 l士可成りの雨盆を示しているし、毎

年別に見ても夏季長期にたたる♀魅はほとんどたい、

こ L に幸いえE事は、真珠主E殖事業( " 1 夏期のもので、冬

期は全く休止し、養殖筏はその存在と共に五箇所湾へ移さ

れてこ L で避寒さわる事、観光客も冬期{ " 1 少い事などで

とれに心安さを感じてともかくこの降雨量を利用したげ

ればならないと結論した。

こ ｌ で改めて島内の表土と Ａｕｊ 毅新 ｉｾｾ の分布を徹底的に

調査した結果、島の西郷方面に微細なものでは為るが断

層の集合が推定出来る様になった。従ってこのui: mt に断

層方向に直角に長軸を持った侭平麦平国の大きな務の様

た浅井戸五ケ所を掘さくした。地形の関係でこれ以上の

数を姻さくしても無理でらり、たとい掘ったとしても同

じ地下の池の7kを汲むだけのものなので一応これで打ち

切事とした。

水量は予想j湿り貧弱で総計しても 一昼夜 700 折、や L

卒犬が続けば: 300 石伎ではあるが、当地夏期の降雨状況

では多少心: - ; t : 休められる。

この浅井所の7k自民l文雨水で、地表か ら10米前後までの

風化砂岩へ没透したものである事は勿論であるが、その

ために水質( ' . t 極めで純良、無失、甘味に富んでいる。

このホテ JL の規模として、外人容を対象とした場合の

実際使用水量の推定ー日 600 石、安全率を見込んで井戸

とし' ての湧水量l妙 ぐ と も 1，000 石という数字と上搬す

れば相当に少いので、更に〆ムを建設して天水を集合貯

溜する事も考え、実施の域まで‘進占うたが都合あつで之れ

は保留し、取1敦子( X建物の屋根間 653 坪にうける雨水と

アイスチヤ γ パーを冷却した水とを貯j認して維7kに使用

する事とした。結局上水雑水の二系統を持つ事とし、ー使

用水量は磁力 iめする事を条件としてともかくホテ IL の

具体的設計に入る惑となったのが昭和25年の 1 月頃だっ

守 ，

，ｾ。

土地に関しでは既に刈1 た織に全島の大部分が近鉄傍

系会祉の所有地であったため、その位置の選定から道路

計 l旬、工諮問の場所使用から宣JI駁土砂の捨場に至るまで

全く自由で、! よい範囲ふら思いのだけ取るおの出米たこ

の気楽さは、長い私の建築家生活で巌事!J であり恐らく厳-

後でもあろう。この自rl 3 さが結果に於てはやドびやかえr : 規

模のものとした長大の原因で成功だった。位置は島の中

央部L 島内第一の高台ーーと云つでも標高( " 1 僅か27米

一ーを選定したが、現存の樹木の尊意は右砂h

でで、、設計のlui にも施工にも相当の電荷だったと思lまれる

それは樹木の仲川申長しない土質であるのと、その名の

如く観光の対象としてー木一石をも自然のま L であらし

めたかったがた必で止むを得なかった事である。

島内の観光道路も大体尾根部分の従来からあったハイ

キングコースを拡張して之れを骨子にしての同遊的の道

路としたが、飽くまで観光路の一点景物としてのホテル

建物でおり、ホテル庭園内の一施設とんての道路という

立場を捨てなかった。将来之れは県道に編入されるｾ｜を

約束されてい るので多少そのための如J約女ろげはしたが

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 リ ノ Y ユ ー ム 糊 Y ノ Y ユ ー ム ・ ヲ ツ ク ス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 駐

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 億 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大 阪 諜区 藤 芳F J 和 ピル 東京支局 東 京 臨 央 鶏 朝 乃 弱 戸 ピ ル
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大体に於てl" i 之も成功したと信じている。勿論ホテル敷

地に塀柵や生垣を設ける事なく、部屋がテレスに延び、

そのテレスが自然の山肌に続き、そのつまるというそこ

は紺砦の海、真珠養殖の筏無数に浮んで数十億円の外貨

が海水にひたひた2ニつかっているる英l誕の海に迷ってゆ

く趣向である。

建築としては既定方計通り鈴鹿市所在の海軍建物移築

を骨子とする事とし、原設計が村野藤吾氏の手に成った

ものである事がわかったので、移築に当つでも一応これ

は原設計者の手へ返すのが礼儀と考へ、同氏の参両を求

) o て計画を進める事とした。

鈴鹿市所在の本来建物は倶楽部々 分一線と宿泊部分三

棟とより成り立った木造二階建で、宿泊部分のものは、踏

込み及び次の間付きの 8 帖間を単位としたアパート風の

ものであ旬、倶楽部々分，" i 柱梁、母屋、合準等凡て松丸

太、ちょんながけのも のをステイゾで仕上げて大胆に見

得掛り構造とした粗野な民屋風に扱われたものだった。

この妙昔還を生かす目的と、古い建物を活用す る事がヱ裂

の低廉を来して資金団に都合のよい事と、又当時の間況

として部拘活用によって新しいまま材の消費を節する事

の出来るのが所謂国策であり、認可を得るためにも有利

で為ると考えて企画はしたが、その後目まぐるしく情勢

ば変化して見返資金は得られ子、物資の統制は遂次外さ

れて今夏らチケットの嬰はなくなり、イ[h，方建物の払下げ

{ 悩絡は段 と々 釣り上げられて、結局同 じ志冗の行き方を

するにしても新材を以て設計した方がより一同地形に適

合したものが得られ、工事もは るかに容易だった と恩わ

れた一例をあげるなら、旧来建物l" i 屋根が4寸句配白木瓦

葺だった。これは志摩のこの地方では問題にならすべこ L

の雨量と風とを蹄? るには少くとも 5寸以上の句配を必

要とする。止むを得ないので出来得る限りの変更をして

辛うじて4寸5分の句配とし、瓦は水返しのついて居る事

と谷の深い事から佐村木製の塩焼き平安瓦を探用して幾

分でも句配を助ける事とした。これ以上の句配変更は屋

根野材を新しくしなければ不可能だった。主主方も強風の

あふりにたへられる機厳重な事をしたが、今のところ支

障はない様である。旧来の建物構造や寸法に伽j約をうけ

‘ て影響の波及する処可成り広く、工事にも可成句無理を

mねて来た。

旧来の客室棟の建物はまことに粗雑で天井高も低〈、

木材の狂いも大き〈て到底国際的危観光ホテルには充当

出来そ うにもないので、従業員宿舎として賢島駅前に移

築改造する事とし、ホテルの方l"i 各客室をパス付きとす

る必嘆からも鉄筋コゾクリート二階建てに計悩を変更し

て現在の規模の大綱が決った釈で‘ ある。

諸設備のち' 0 給水は数ケ所の弁水をーケ所に祭占うて溜

i凶消毒し、こ L から約 400 米を離れたホテルの然墜に設

けた貯水指へ揚げて上水として飲籾及給湯用に使い、別

に屋根の雨水をそのま L 天y附溜梢に集めて簡易な滋過

と殺菌をして雑水系統に入れ、 使所の水没、 1事i房下洗

い、撒水、消火後に使用する事として、相互間にはその

時の降雨1 1 ) '情況によって容易に切替え出来る ようにし、

各井戸と漉j出資、屋上貯水槽各相互間も自働的に起動停

止の出来る機にした。

給湯はセクシヨナルボイラ ーニ 1去を置いて全館のバ

ス、? 売団所厨房へ供給している。

燦房l" i 混水循還式を探用した。これは鈴鹿市から移築

した木餓の主要部分( 一階は玄関、広問、大食堂、宴会

場、談話室、茶室、和風広間等二階l" i 和風客室〉は木造

であるがためで‘ ある。ラジエーターは洋風客室は外函付

き、公室部分は竪形ヒ ーター、京1風客室と和室宴会場は

}lrr袋内に仕込んで、前商lま杉の荷板を回すかしの網代に

組んだ建具を建てた。只茶室だけは必の下にパイプを這

はぜて採駁するパネルヒータ戸とし、座して温〈、部屋

の混度上昇は成る可く抗える事につとめた。

電気l"i 3，300 ボルトの高圧で電気室へ受電し、こ』で

変圧し各所へ送電する事にしているが、当地方ぼ近い

将来 5，7∞ボル トで送電される: e l J となるので之れに切替

えられる設備をした。受電能力 ｬ 士 ＵｾｋＮｖ Ｎ ａＳ 個 、 ＲＰ

K. V . A3 個、 5K. V. A 3 個、まr 225K. V.A のトラゾス

を置いたが、停電時の用意に別にデイゼルエゾジンによ

る自家発電をしている。

消火系統としては、建吻全体を立体的に 3 プロックと

して防火堅実で1)<:i !llJ l 、その各々に消火栓を銅置して山る

が、主主E部分が木造でるる謀、とその精造形態から専ら

消火栓l土屋外に置いて、屋内では初期防火に万全を期す

る* としている。

建物延一千余坪、宿泊定員五十余人、一人当り二十坪

余という全くぜいたくな規模を計[ 到したがために、室内

設備に於てもこれに適合するよう万端を整えている。各

客室共に電話、呼鈴、ラジオは勿乱軍灯も一般照明の

天井灯の仙に各ペッ トの枕許とライテゾグテ ープルの上

にスタ γ ドを設け、別に部屋照明のスタンド、扇風機の

た占うのJ申込みをつけた。洋風客室は全郎パス付き、豹1風

客室に l" i 洗聞所を置いて化粧のための電灯と電気レザ戸

の持込みもつけた。思光線の調節にはガラス障子と紙張

陣子のご煮建ての他に厚地のカ戸テ γ ‘ を引く事とした。

特に意を浅いだのは窓桝盟りでるる。当地は南の緩国

ではらるが、建築場所は島の段高所、尾根に沿っている

がた必に何れからの風も強くうけるので臨間風の寒さを

防 ぐ必喫ーもあり、叉夏期に於ては外洋から常に吹きあげ

てくる強風によってもたらされる多量k 雨I士、殆ど横降

りの状態となって建具に叩きつけ、而も文字通りの覆水

の機tr. 雨であるがために青屈の構造では浸透を防ぐこと

は出来ない。このために特別な工夫をこらして施工した

が、理想とは云えないまでも可成句成功していると信じ
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ている。

鉄筋コ γ クリート部分にある洋風客室の間墜でも屋根

裏まで遥せしめて鉄筋コ γ グリート造をしたので隣室の

雑音は伝わらないが、木造本館部分のご階にある辛口風客

室には一番その心配が多いので注意した。 郎t : > 間監は二

重重量で屋線裏にまで達せしめた事は勿論、天井裏・はモル

タノレを塗り廻して遮音と防風防署とを奥ね、床下の根太

聞には鋸屑を充填して階下へ音響の伝わるのを防いだ。

そのために相当ｾ土果をあげて居るのは事実だが、入口廻

りを防音繍造にしなけ. t L l t 音響に対しては十分でないと

恩はれ る。ス口を防音構造とすれば室を密閉する事にな

るので、之れに代る可き換気設備を考慮しなければなら

なく注るし、扉の気密構造も相当高悩となるので、い L

とはわかっていても許されている予算では採用しかね

た。屋根裏をモルタルで塗り廻した惑も果してどれだけ

暑気を防ぐ事が出来るかこれもこの夏を過して見なけれ

ばわからなL 、。恐らく天井裏にテックスを= 枚位い重ね

なければ十分ではないだら号と想像される。

工期の四分のーは雨だったとL 、ろこの地方でも珍らし

い多雨の年に工をなし、その聞に朝鮮事変による資材の

値上旬、ヂェ γ 台風による建材界の波乱を乗り越えてそ

の工期10ヶ月、工費ぽ坪当り 2万5千円一一工を終って静

かに考て見る時、監督者としての私の怠見をよくぞこ L

まで、容れられて技術良心に終始されたものだと工事者

に対し痛く感心もし感謝もしている。特に行をさいて主

体工事と給水衛生設備とを笥負はれた大林組の多大な犠

牲に敬意を表し、叉これと歩を合せて苦労された給水滅

工事の栄興商会、電気工事の紅屋商会、媛房給湯工事の

三機工業、造作の内外木材の各会社の名をたどえる事を

許していたどきたし、。

仁筆者日本近援欽道株式会社技術局土木部建築課長〉

訊

問

山
計 に て

藤

つ

村

ν玉

野 吾 仁 和

この月の雑誌はホテル特集号で、 しかも期せ守して村野藤吾氏の近作によってのみ編集されることになっ

たe ついては同氏に御執筆を御原買いしたが、御多忙で原稿を頂げないので、私が同氏に御目にかか b、御話を

伺い、? 中国編集員がその要点在? 筆記し、それを私が自由に編集してできたのがこの稿である。併この稿は村野

氏の御校関は筏てない。従て文中に村野氏の御考えと違う点があれば、それはすべて筆記並びに編集した者の

責任である。叉村野氏の御言葉のニユア γ スから速い文章でゐるかも知れないが、その点色村野氏及び税者諸

氏に御許しを御願いする。 仁編集委員長白石1奪三〉

ます。地下室と云って色傾斜地ですから、別の面から見

れば一階ですが、歩いて来る人の為の玄関はその上の一

階にあ b ます。丁度都合よく歩行者と自動車ぞ分げる乙

とができた訳で。街地下二階もあって料理関係の室に宛

てて居ます。

外観で特に注意したのは食堂の屋根です。 ζ の食堂の

屋根は、写真では余 b感じられませんが、非常に大きい

のです。その大きな屋根が設計の狙いでもあると同時

に、その為に屋根がD l ひかぶさった感がゐ h且軒先が幾

分弱〈見えました。その下に壁があれば表現が釣合いま

す虫えそうでなかった。そして以前は平地の松林の中じ

この建物，があったのです。今度は歩いて来る人には少し

念、な坂t: が近道がゐるので、そこを通って来る 入にはこ

の屋根が見上げられ、自動車で来る人は緩い主主なので乙

の屋根をほぼ水平・に述望して来る訳です。その二様の見

方合考慮に入れて設計を是正してうま〈行ったと思いま

す。

このホテルのプラ γ の欠点はサ戸ピスラィ: / 9 - ) 長いこ

とです。勿論サ戸ピスパート自体は使京j よ〈ー筒所にか

ためであ b ますが、それと客室の聞が途〈でサ F ピスじ

志摩観光ホテルについて

あの建物は、色と海軍の将校会議所として担生霊と云

う処に建てたものを、現在の場所に移転築、増改築を加

えたものです。海軍のものとして建てた時の主任建築家

は当時海軍少佐の天野俊ーさんでした。その時私が設計

について御手伝をしたのと、この度その建物の表現をな

るべ〈生かして観先ホテルにすると云う訳で、今後も私

が関与することになった訳です。

移築したのは木造の公室部分です。前の敷地は平地? ご

ったが、今度は傾斜地に建って居るので、地下室を新築

しました。敗戦後使って居なかった為痛んで居たので、

移築した併進部分も若干変えて居ます。その他日照と地

形の関係でプラゾを少し幽げた b、二階の和室の用途を

表えた ｢ 、二階の一審哲にＡｬＡ出ｾ作ったに化粧を変えた

bして居ますが、公室部分には大きな変化はなしもと

の意匠や仕上ぞ生かしました。宿舎部分は鉄筋コゾグリ

戸トで会〈今回新築しました。

地下室は主として従業員関係と機械設備関係及び料理

場関係の室です。その作自動車用の玄関が地下室にゐ b
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時間と手数がかか b ます。然しこれは欠点と云えば欠点

ですが、 リゾ戸ト ホテルに於てはコゾマ ーシヤルホテル

と事情が違うから或は欠点でなし、かも知れませんL

室内では食堂の意匠が中心 になって居ます。この表現

ぞ生かすことがこのホテル設計の動機になったのです c

この食堂に限らす¥写真では室内の感じが尚て居ませ

ん。実際はもっと広い感じなのです。工事現場管理にっし、

ては近鉄の竹内建築課長が行事届いた注意をされたこと

に敏憲を表したく思います、この土地は地味が悪レ為に

植 街lま背Tこない。それで一本の樹会動かすにも非常に気

合つけられた。リソートホテルは特に自然のE走路ぞ尊重

せねばならな L、。その点はこのホテルの良さを大いに泊

して居ます。叉施工の大林組でも住宅建築に長い経験の

ある人が現場主任をされた為に、細かな注意が行き届き

ました。

このホテルに泊った外人の新聞記者・の記事が外国新聞

に出ましたが、好評で: ) ¥l : ばし〈思って居ます。日本人は近

頃盛にアメリカに行きアメリカ文化の吸牧に夢中むが、

色少し日本自身め文化をかえ bみる必要がゐる。このホ

テルの如〈日本的なものと西欧的なものを鱗和させ、内

外人にアツヒ・ - 1しする色のぞ作らねばならないと云う記

事でした。

ホテル ・マルヱイ について

丸栄は大部分もと百貨庖の建築であったもの今改造し

たので、ロピ ーは新築です。総主の希w . は最初かな b安

い実用的ホテルと云うことでしたが、私はあの敷地では

も少し高級なホテルでなげればならないと思って，意見合

述べました。都市の中心にゐるのですから、パスル ーム

のなし、綴なホテルでは必す・競争者が出て祭蛍ができなく

な b ます。但しコンマ 戸シヤルホテルですから客室はか

な b小じんま h したものになるのは当然です。普通なれ

ば先庭を取って内側にも客室ぞ作るところでしょうが、

改造のことでそうはできないので色々工夫して無駄なス

ベースを少〈してゐります。

近頃外国ではロピ戸を川、き〈して居る様化カへそれは

今迄の外国のホテルでは非常に広いロピ - { e 限って、そ

の装飾などに会ガぞそそぐと云う風でゐったので、それ

に較べて小さ〈すると云うことで、日本の宿屋の玄関の

綴にノj 、き〈する意味ではないでしょう。

この改築では主主飾が主な仕事でした。良い部屋には級

車E色敷きました。但し過渡的な色のですから、実用的な

した。それぞそのままにして置いて今日 い きな bアメリ

カの模倣合すべきではなく 、10年前迄私達が努力 し辿 b

ついた点へ戻って、そこから再出発して、 一歩一歩前進

して先す: JO年の安自を一日も早〈埋める様に努めねばな

らないと思います。それと同時に日本人自身の文化の伝

統を願ることです。

建 築 材 料 に つ い て

今日 Tこすごちにアメリカやヨ ーロツパと同じ様な設計が

できないと云う最大の原因になって居るものは、建築材

料です。実に今日の建築界では材料が決定的な支配力舎

もって居ます。

近頃色々な新材料が出来て居ますが、私{ 主重要な部分

には新材料は使いません。構造部分には長年使いなれで

居て充分自信のも有る材料でなければ使いません。但し

あま h長い生命を考える必要のない綴な場所とか軽微な

部分には新材料も使用します。

-住 宅 建 築 に つ い て

建築家は住宅設計をもっと重喜喜悦せねばならな γ と思

います。なぜなら住宅はもっとも人間に査結して居 b、

また猪主と建築家がまさに一対ーで向い合うからです。

住宅では施主の要求と建築家の設計とがぴった b合致せ

ねはならなし、。観念的な設計1まゐ b得ない。それにげに

建築家は調書かな普心を要求される。私は大建築の殺計守

する建築家になる望書にも住宅設計の修事担金つまねばなら

ないと思います。

透 視図と模型につい て

私 t主役昔十の過程に於ては透視図のスケッチを何度も摘

し、てFもますカ玉、最後には捕かなし、。透視図に芸評舎もたせ

すぎてその磁力にとらわれる ことを恐れるからです。自

分の描いた透視図に魅惑せられない為です。透槻図はと

もすれば絵になってしまって、実際の建築から離れ易 い

からです。

私は透視図よりも模型合作 b ます。然しその模砲も形

を工夫する為に設計の途中で作る模型に意義がゐる。透

視図と同じ〈模型に醇わない注意をして居ます。 fごから

模型を眺めて色 、良い所は問題にしない。欠点を探し て

見るのです。うま〈出来た処を人に見せる為の模型では

ない。こうしたら形が悪〈なるのピなと云う所を見る為

です。 t: からむしろ欠点在? できる丈出す織に作るので

室もf ' H ました。この雑誌に掲載される建築については 十c

以上の程度にしましょう。

建 築 殴 計 に つ い て

大体私は設計に当って、 むやみに外国の模倣をするの

はどうかと恩ヤます。私達は戦争で 10年間を袋自にしま

置量計 事 務 所 に つ い て

近頃の設計事務所は仲々経営が困難です。結局日本の

国の径済状態と関連するのですが、近頃は資本の回転を?

早〈する為 lこ、設計にゆっ〈り時間をかげでやる事は で
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きません。背はプル 7 でもやる暇もあったが近頃は一生

懸命，に働いてやっと仕事を片付げる状態です。 1: から私

の事務所の様に建築家個人の力量によって設計令して居

る処では事務所を大き〈し多〈の建物の設計をすること

はできない多〈の設計を写| 受げようとすれば個人のカで

な〈て組織力によってやるよ b外はない。そうなれば設

昔十は創作でな〈てピジネスになってしまう。その何れが

良い設計ができるかは、知る人は知って居ましょう o 1ど

から設計ぞ委頼する勉主の方が選択したら良L、。

た?ゴ私はも少し少い努力で設計のできる様になって欲

しいと患います。そうすればもっと多〈の良い設計がで

きます。例えばアメリカのスイートの型録の織なものが

日本にもあればディテールを考える努カも描〈努力も少

〈てす u 。根本的には建築材料などの生産品の高度化を

望みます。そして極端に云えば技術がな〈ても建築設計

ができる様になるのが理想7ごと，思います。色々と巧みな

技術を用いねばならない今日は決して良い状態と云われ

ません。

施 主 の 要 求 に つ い て

施主の要求は多い方が設計がし易いと思います。然し

それは殺計に着手する迄でそれ以後は仕事を委かせて貰

L、たい。 λj 、堀述州の云った通 bです。

メインテナンスについて

施主に望みたいことは、もっと建物のメイ γ テナ ν ス

ぞく維持管理〉ぞ良〈して欲しいことです。民間建築は

ま1: 良いが、官庁建築は甚1: その点の考慮が欠りて居ま

す。建物を使って居る人に建物に対する愛がない。外国

人は少し破損すればすぐ修繕します。古来茶器などでも

名訴と云われる色のは、その器の所持者の愛によって、

価値が高められて居ます。設計者は乳母の綴なもので、

世に出た子供の行〈末会見守って居ますカえもっと建物

に対して血の通った管壊をして頂き度いと思います。 7ご

から私自身は自分の設計した建物につレては、竣工後も

行 <nt にゐそこを掃除して下さいとか修繕して下さいと

か; 長います。

懸 賞 鮫 計 に つ い て

懸賞競技の当選案に募集規程に従つてないのがある様

ですが、良〈ないこと Tごと思います。応募作品 lこ、実際

に責任のある設計が少いのは慨しいことです。 1:' から当

選作品がそのまま実施きれなし、。審査員も実施きれない

ことを承知して当選集を決定する。私はアメリ々でシカ

ゴトリピユ戸 γ の新聞社の懸賞設計で、日本人が応募し

て選外佳作になった図面ぞ見ましたが、実に丁寧に考え

であって、そのままで実胞できる設計でした。懸賞設計

はもっと場当 b的でな〈ならねばならないと思いますっ

建 築 の 教 育 に つ い て

建築家の;教育には専門的知識の習得の前に広い教看護が

なければならなし、。その点従来の教育には欠陥がゐ b ま

した。教養のない人の設計は見かけだりで本当の建築で

はあ b ません。 く談話者・村里子・ｾ建築事務所長〉

ラ イ ト 氏 か ら の 便 リ に 寄 せ て

近代建築の巨匠 7 ; 7 ンク・ロイド・ライトに就ては負

言の要はありますまい。彼がたぐい務なほど波乱に充ち

た生活を経験しながら、巨大佐創造と休息を知りぬいた

想像力にものを言わせ・て、相ついで鰐くべき傑作と素情

らしい計画一一例えば「社会の根本的な改革は建築家に

よって' a さる可きである。」 とし寸信念を具体化した 7'

ロード・エ戸カーズのようなーーーを提出し、我々に多くの

学ぶべきものを1るたえたこと。文、現在の彼が米圏内は勿

増 一戸 憲 雄

Dear  Tsuneo Masut o;  Gi ve my  best 

regards to t he boys who  wor ked wi t h me  on 

the I mperi al ， T o  you 

Si ncerel y， 

〔以下私信用制

Fr ank Ll oyd Wr i ght  

一帝国ホテル建設の当時、ライトの許で働いた入者

によろしく伝えて下さい。ー

かつてライト氏の許で帝国ホテルの建設にたづさわ

輪、圏外からも多数の表彰をうけ、独乙のアカデミー・ り、今は ol d という字のついている当時の boys の

デア・ク ν スト( 美術院〉、 ベルギ戸のアカデミ戸・ロ 方々に本誌、をかりでこのことをお伝えいたしまずo t.!.. 

ワイヤル・デ・ボザ戸ル・〆 ν グエルス仁ア γ グエルス お、これらの方々が、御住所、姓名、当時の仕事、並びに

王立美術院〉その他、各国の多くの学会などから名与会 近況を名古屋市千額区観月町1217の 筆 者 の 手 許 怠 お

員} こ推され、世界各国にわたる数十の肩書一一ソ迷政府 知らせ下さることをお願いいたします。とりまと必て

の客員を含むーーをもっていること。これらのことは、 ライト氏の許迄、申し伝えたいと考えています。

会員の皆様は先刻、御承知のこと L 思います。 なお、日 本におけるライト氏の憶い出などについて

さてこのライト Eをから筆者の許に通信があり、次のよ 種々、興味深いことがありますが、これは叉の機会に

ろに記しでありました。
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志 摩 観 光 ホ テ ル の 施 工 者 と し て

このホラー' l - i-:t 決 して Il 麗京輩tr. 建物ではなし、 o ､Ｎ Ｑ Ｎ ｾ 珠の

島、 志摩' l { 島のなだらかな丘伎の自然と、心的いまでに

調和 した、消楚な aむから親しみのもてる美しい ホ テルで

ある。

村野先生が脅て設計された、丸太車II の出会家造り のク

ラプハウ スを解体してそのま L 復元しつつ新感覚を混え

て修正を施し、新しくコゾクリートの客室部分と地下? を

とを建 で附L たものでらる。元 口二尺もある丸太の長大

材を思う が宏 q こ組み市ねた、旧主怨E物の霊! 以誕な持tちb味を

限 と，亡のE底菱に刻み込んで一7本1ド玉一2本ド大切に解体L て1復亙7元亡す

ること lは士了度法隆守のヨx i .

ておらJれt るであろうとと. 思われろ級Zむc桁仰の{作何n吋I分の一，ふ;¥、る

吾 治々かユ持つたと言う 4事干れlは主この仕司事Eの』厄段=主. 大の特色で1為己ろ。

割前的なイ'Fn'i' 土具象化すろのに、建築家程，IJJ まれぬーな

幼に症かれた者はない。入札等によって、極度に引き下

げられた予算を持って、ｾｬｻられたて期で而も主河川忠とし

での出来栄えを夜求されることは?i11こ建築家に与えられ

た宿命とは言うもの L 設計者にとっても、加江者の"ir.i 脅

から見でも全く咳念な部で為る。然しこの恐条件 を主lI 'jll J

に克服して総: での点に満足 した結果を求めるかと言うこ

とがその反問脇工者に与えられた最も興味あ ろ謙也であ

ることを考えると、 このホテルの場合は全くその条件セ

消した、有難い、苦 々の研究課題でもあった訳でおる。

この工事の場合ix 、施主に対する永年の思議と、設計

者に対す ろ尊敬と瞳I : f f の念に報いるべく 、一切を超越 し

て立ち上ったのではあろが、施工者としてl討すにつき掲

う営業面と良{ ; 、的なhili 工 ( C iui 刀、ら現物の希唱との板ばさ

みとなって 、而も ｾｈ られた 工期と闘って主河村品としでの

品絡を保つべくひたすらに努力 L たのであった。

ホテル の建設地 と定められた白鳥{ - : t 志摩半島の南端に

近い本在 と( x三京交1凶志摩総と - # の鉄絡によってつな

がった小島でらって、陀海共に交通の使( l : ! L ( まれず、海

岸に { x材桝の貯積物も無く、与えられた一本の電車線も

沿線に土明 ｚ 取りに［直した平 坦ｊＺ ｻｨ も賢官く 、 予ｾに現場は丘陵

の頂きであるたb 材紛の置場 (x 求占うられず、僅かに浅さ

れた空地 ｩｲｾ ! ? 空地を求めて点々と鯵がそ の食糧を運ぶに

も似た運搬方法を耳えってかつぎ上げられたのである。 叉

山] 頁に僅かに脊成さ れた行いものをホテル 将来のために

傷つけぬためにす狗決められた平田i も道路計悩も 大変更

される等一木一草たりとも ft裂すず、自然の中に建物を溶

け込ま、をうと努力された現明の掌に当られた近鉄の技術

局の方 々の苦心{x並々たらぬも のがあったのでるる。

懸

近

良

鉄

雄

治

山

藤

昭和 ＲＵ 竿 Ｖ 月 ｲｬｾＯｉｊｊ 工事に ， ｙｦ 手 ｌ 、激岩継の ｽＡｊ ＺＮ 刻 の織 力Ｚ

土木工事} こ 2 ヶ月を費し j意々建築‘工部にJ77ヱす るや例 年

にたい降雨に災いされ、 特に 志 酬1方30年来と箭コれる

大豪雨に見舞われ、県上あのジエ ーゾ台風の余波を蒙る

本自然にf (pt; ムまうと努力するの吾々の熱意を試紋し

以としでいる i: .... と思われ る程の幾多の向然の挑戦と隠唱し 、

つ 人 地 略 的 怒条件のために今更乍ら貨物輸送力の不足

と不円滑さそが感L つ L 遮二燃に工期 と闘ったのでらっ

た。

丸太:;i色句の旧建物の解体l主当事者の納心の注意と誠意

とによっで完全に果すことが出来た。解体工島に必聴た

事は誠意: 以外には何物もないのである。恐ら〈こア l こそ

法降、半のそれに近い納l心の 注意を払ってそこ に使局 され

ていた折れ釘の一本迄拾レ集占うられたで あろ うfi' i l . 、に一

切の冷材・がm. liiJ ;の士乍車に乗せられ、子可1交通の レールに

よつで l直島へ軍事し終ったと 思つでい る。

ぱらぱらに解体された古.符材の中から新に必事なもの i

制売り出 L 、不要なもの l全用途を変えて相足新材料を助

け，' 7，べくやり 鰍りした努力の結果目は、木F慢の-j ;i'tl 捌迄お

よそ符{止E用可能と号、われる総Iての古木材がホテル完成 と

同時に密島の材おE 場から殺を消L た事によって証明出

決る F 、でちろ。 市平守材活用と言う べくして行い何( い誌は

無い。係員の誠意と努憶とによって始めて実現ずろこと

である。

新築部分のコ γ F リー ト工誌は順調に進めることが出

来た。た r 賃設た骨・材の一粒でも道路に務ちていたら係

員が拾って手に持って山ヘー上ってミタサ ーの中に投げ入

れ る似いの技意を払ったf立いのものである。このョ γ ク

リート 辞，分の屋1裂が勾配にたってお旬然も赤い瓦が乗っ

ていることについてl士、この地方独特の海岸気象のため

風雨殊に強く 、特に夏季の豪雨はタラヒ をあけた織な雨

盆から特に設計者が撰ばれたものと思うが完全に成功し

た。叉上に乗せた併 村木 の平 安瓦 ｩｸ 雨量に Ｉｴｾ ず る配 隠と

して Ｈｸ ｾｴｩ 過であった と自負し て い る。その塩焼の赤 色は

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

建 築 写 贋

タイラホート

多 比 良 敏 雄

大阪市福島区上;福島中2の29 電福島456く呼〉
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ばならなかった。市場品の使用を認められその材粉を活

用する様に適切な御指司王を賜った設計者と監督の立場に

あった近鉄の技術陣の御努力を感謝すると同時に、自然 。

のま L に組立て L 行くと言号一貫した精神が大工左官等

抹精迄徹底 して喜々としてこの工事に奉仕する事が出来

た事を附記して置く。

如何む: る工事でも、施主と設計者と純i工者の三者ヵ: ー

体となって始めて満足な結果が得 られるのであるが、 こ

の場合直接現場指導に当られた近畿日本玖遊技術局の方

々の細心なる御指導lまよってこの三者が完全なる協力主

諒解の下に終始一貫して予定期日に完成することが出来

た事を心から感謝する次第であるが、 この作品が果して

満足な結果を得られたかどうれは御批判lに侠たねばなら

ない。

筆者 懸山良雄〈大林組本出建築設長〉

近藤鉄治〈同志摩観光ホテル新築工事主任3

自然の緑と海の青とにマッチしていやが上に美しい。

海岸ーから吹さ上る強風と雨に対して外部窓枠 と建具の

構造( " 1 特に細心の設計がこらされ、この施工もこの工事

の中で重要なもののーっとなっ℃いる。敷居はラクダの

こぶの様に二木の波をつけてレ 戸ルを埋b 込みそのこぶ

に合わせて窓の下精Eが喰い込んで賊風の侵入と雨の吹ゆ

込みを押し返へす様にたっており 、竪径は勿論のこと下

挺にも召し合せが附けて為る。向網戸を入れたために、

建具の戸締り用金物を新考案して帝金で製作したがごの

金物( " 1 今後網戸に入れた窓用戸締りとして段々と一般に

御利用願えるものと考えている。極端にこまかいもの L

報告に迄及んでしまったが要するに細心の也意を払いつ

L 而も大づb叫λ の精神を忘れずに誠心誠意ひたむきの努

力を傾注したのでｾｾる。設計の意図を心から把握して如

何に蛍業化 し乍ら具象化するためには特に立派な材紛で

はないありきたとの材籾を使用することを御許し願はね

同条第三項を肖l り、同条第二項中「育I j 項」を「第一項」

に、「プマ十平方メール」を「六十七平方米」己改め、問項を同

条第三項とし、同条第凶項中「前項」を「同孤」に改める。

第二十一条第一項及び第二項を次のように改める。

第十七条第- : g ' i 又は第二工員の規定による貸付金の利率は

年五分五厘と し、その償還期間は、左のとおりとずる。

住宅金融公庫法の一部改Z

法律第二百二十四号

住宅金融公庫法の一部を改正ずる法律

住宅金融公庫法〈昭和二十五年法律第百五十六号〉の一

部を次のように改正ずる。

第二十七条第一項叉( " 1 第二項の規定による貸付金の一戸

当りの金額の限度は、左のとおりとずる。

法律

償 還 期 間区ー 別 |  

木造の住宅叉は木骨防火活の住宅の砲綬妄f J l

これらに附随する 、土地又は街地撤の取得世 l 十八年以内

目的芭する貸付金 1  

空説室崎2高 裁 殺 昔 話 決 議 拡 | 二十五年以内

|  耐火附造自隼警の強般l!f!. これに! f ! 堅Zる土 | 三十: E 年以内

地叉は借地摘の取得を目的芭する貸付金 |  

2. 前条第二項の規定は、前項の場合に準用する。

附員IJ

この法律l士、昭和二十六平七月 一日 から施行する。但

し、この法律ぬ行前に住宅金融公庫が資金の貸付をし又

は貸付の申込を受理したものについては、償還期聞につ

いては、この法律による改正後の住宅金融公庫法第二十

一条の規定を適用し、その他の事項については、なお従

前の例による。

人E月

雄

茂

英

大紋大医

建設大臣臨時代理

国務大臣 周 東

内閣総理大臣 吉 間

6月98 7323号よリの鵜載
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2. 前項の規定寸る住宅の構造について必要な技術的事項

は主務省令で定める。
官報
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電 話 商 ③ o2  4  0 呑
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ホテルの運命を半ばき占うて了うものである。その意味で

も企節目的と脱み合わされて、建設には倶窓た考慮が払

われた。部屋数= 十六、延坪一千坪、従業員I l "I十五名と

云えば、大体その姿の想像もつくと思ろが、獄後のホテ

ルとしては相当登央なものと云えよう。安謹なレグリエ

ーシヨゾホテルとしての♂' ; ( 立ある経蛍を持続して行きた

いと考えている。現在「志摩えの旅が之で安心だ」と喜

んで立ったり 、 「戦後初めてホテルらしいホテルに泊

った」と御褒めの言葉を頂載している事、全く感激の外

はない。関係者一同所期の目的を達成しているものとし

て深い欣びを感じていろ。

近〈国立真珠研究所がホテルの近くに建設される。又

ポーチから真向うに見える丘陵地に トラピス トの建設が

企図されている。 志摩半島も近く関西人の手に依って伊

豆の虫11 く払; ぎ次ぎと開発せられて行く事でおろう。松島

と共に日本にたピ二ケ所と云われる沈降式リアス海岸の

シクザP が放つ変幻極りない志摩半島、英政湾の岬と入

? 工とが抱き合って陪と海との綾なす騎手さでは緑の海

深く手L色の真珠がしづ川こ眠り呆けているあたり、うら

若い海女が苦Lれ咲く浜木綿に交って女人の香をほのぼの

と匂わせている夢の様た島々一一一この志摩半島の一隅に

新しく誕生した当ホ テルへの皆様からの御声援を切に御

闘いしたいと思う。

Ce医者 ・志摩包l光ホテ J t.. K ・K 専務取締役支配人コ

「アプレゲ 戸ルとアメヅゲ F 凡とは何処で区別するか、

それはホテルの良さをｾ［ｮＭっているか、いないかだ 」 とは

「旅」の戸塚女子さんの文章の一片である。間白い見方

であると，思う。志摩問光ホテルはこの説をその留保れる

とアバ γ ゲーJ t.. の為めにf恐々造られたホテルとでも云え

るのであろうか0 : <1>: 当は英! 実湾一一l吐界の真珠の殆どが

生み出されろーーを訪づれる内外人の為めの施設と、 も

う一つは ｉ ｲＮｾ後作定された 伊努志 摩国立 公園の開発の 為め

の捨石、 とでも云うべきものなのでらる。

とにかく戦後輪どのホテル it : 接牧吃られた。後された

ホテルヵＺ数 える程も無い為 ｾｉ こ 、ホテルらしいホテルを

新しく建設する事に企釧の意義があり、存在の理由がふ

ったのであるが、元米ホテルの経営、特に日本に於ける

ホテルの経営は、その闘難さに於て他にｾｾがたいと云わ

れ、特に中5たから速く隔った当ホテルの経営の如き( t : 所

開 11 . 、ぱらの道「であ るべきことは勿論であろうとは云

いながら、その発足に当つてはやはり相当以上の覚悟を

必要とした次第でらる。 開業約= ヶ月目の今回、御客様

方から満更御 !I日平でもないと思れれる讃辞を頂いている

こと 、所期の日現にも副い、叉光栄の至りとは云え、前

途決して楽観しているものではない。

大体ホテルの経蛍方針( t : I何処にJ 1識がJ I如何な

るものを」建設するかが決定して了号。云い換えると、

「ロケ 戸シヨ γ J 1キヤヒ.3t J レ」及び 「サイズ」がその

サ ッジ ュ・ ドア ー ・ジ ヤ γ ター

飯 金 製 品 ・自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大 阪事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 二 ノ 五 七

電 話 土 佐 堀 @2  1  8 8 香

東 京 都 荒川区 三 河 島 七 ノ 七/ ¥0

電 話 下 谷 8 1  5  5- 8  1  5  9  

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 本町 一 0 0 0

電 話 本 田 190 ・196 ・1018

千葉県系給橋市 海紳町二ノ 三 五O

電 話 船 橋 5 0 9 - 5 1 1

東 京 都 千 代田区 丸 ノ 内二ノ 三

三 菱 新 館 内 電話 丸ノ内973・4501

及

場

場

:

工

工

面

京

川

本

束

中

船 橋 工 場
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内

所

ノ

業

丸

営

u : 築 @ 1 ) 全 司 句

J ドア- } ¥ンガ一

品 ラ 工 場・倉 庫・ガレージ

;1 の扉に御使用を御奨

入 め 致 し ま す 。

在 吊下げ重量

1号- - 60kg2号100-- k g

( 全国有名金物)

庖にあ b ます

J .O.J 印 ド7 ーハゾガーは車執の周囲は鋼焼

入ロ ーラーベアリゾグ猿置になって居 b ます e

から丈夫で扉の開閉が軽〈取付 には吊下げ ぞ

自由に調節できます。

製造元 ・大阪・ 大 同 建 造 株 式 会 社
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「鉄のカ戸テりとし、号言葉{ " t 、二 当ff; ] ( 1947年) 35( 仏大戦中航空隊に ｆ イルの建築［工西ｬ＾ｩ￭ｴｬＧｾ形式主義とし

つの対立する世界にとって、その中

には丸で芯寸? はなれてしまった様な

人聞がし、る様な感じを与えるが、現

延Eの世界では独乙を別とすれば日本

人程その国民の中の多くの人がソ連

及ソ速の人々に直かに触れて来たも

のはないかも i吋L なし、。「欽のカ戸

テン」の中にも一つの「鉄のカ戸テ

ν 」があるらしいので事がなかたか

厄介になってくるので。抑留中には

随分怒性のソ述人にも出くわした

泊、一方なかなか立派で紳士的な人

達も多かった。 トルコ国境に近い抑

留地 ジヨ ールジア共和国〈スタ戸リ

ンの故郷〉の或新都市計l山i施行中の

建設地で図らずも接する機を得たジ

ヨ戸ルジ 7 人の建築技師 G も英の中

の一人である。

: 加工其の土地にあった前記の都市

a' 1・幽実施の所轄白・frである内務省、第

十一建設局の技術謀のー技師で、ソ

速でも建築技師に凶欧諸国と同様 7

戸キテクトとコ ν ネ トラクタ F に分

れてい る治人共の前者の方である。

ソ連側の技術者の不足で凶人の日

本人が徴用されて上記の建設局の技

術課でトレ戸スと設計製図を手伝ふ

事になった。その節私がG のT 度や

り始めていたその地区の小学校建築

の設計を手伝ふ事になった為、彼と

の接触が始まり、同業者のよしみと

云ふせいもらったかも知れないが、

英の当時の両者の身分的相違を超え

た彼の人間的な温さを感じつ L 約半

年を過ぎた。以下l" t 英の聞の出来事

の断片である。彼はジヨ ールジアの

1i 都チ 7 リスの大学の建築科出身で

24 

いて、戦闘機にのり負傷して長く 病

院生活をしたので相当 7 ラゾタがあ

り、必ずしも撚迷の建築家でなかっ

た点、私{ " t よけい親しみが持てた。

長し間前詞の小学校の設計のプラ

γ とエレペ戸シヨ γ をひねくってい

たがやうやくまとまったのでみてく

れと云ふ。左右対称のもので中央は

三階までアイオュツグのオ{ 〆ーの

あるア ーチになって聞はヵ・ラス張り

の階段室、踊湯の下が玄関になって

いる。左右l" t 型の如く出張っていて

これが又階段室で細長いアーチ型の

慾があり組縁にピザγ 手 γ 臥の彫刻

がある。中聞の教室の窓は三階がア

ーチ型の窓、ードは ｾｉ 角な窓カ明性掛 布

で並んでいると云ったもの。之{ " t ソ

述としては南国であるこの土地の風

土的性格をとり入れた叉一方ではピ

ザγ チゾ系でらるジヨ ールジアの古

建築のデイテイルと、その上ルネツ

サレス風のデイテイルをつきませた

独得のスタイルである。之は戦後の

ソ連建築の傾向を良くら らlましてい

るものであるカL、その方向{ " t 上から

指示されている線に沿うてい るもの

である。内容時には機能主義を、表

現 的 に は 新 古 典 主 義、新風土主義

〈一種の民放主義としての〉と云点、

のが、所詔社会主義的リアリズムと

称ずる線でおる。

ア戸キテグテユラノレ ・レコード誌

の ＱＹＴＹ 年 Ｙ 月号にヒ ・ ｾ ｪｬ 戸ス ・ フレ

イグと云ふ人カL、 「ソ連建築のパー

ジ」について書いているが、それに

よると 1948年 9' 月 「プラウダ」紙の

論説により、ソ速に於るそダゾ・ス

て全く迫放される事にたった模様で

為るが、傾向 とL ての反蜜泊旬な折衷

械式( ま1931年のソウイエツト・パ ν

スの懸賞: 設計以来の事の織に云lまれ

ている。

こう云う建築埋設的な事を一度

にきいてみたかったので為るが、当

時の払の貧弱な露諾の; 否索では所設

かなわず、ただ彼と二人切りであっ

た時一度スターリヅをどう恩ふかと

王寺ねてみた。しばら〈会えていたが

やがてレーニ γ はえらいと思ふが、

スターリ γ は之が強すぎると、力こ

ぶｾつくる主義な 恰好を してみせた。

彼 も又党員であったのだが、之lま私

が労働者に何人もきいて見た答へと

同 じでーあった。

彼の月給1.:' _、くらかときいた処、

月によってZ43がω00ルーブル内外

だと云ふ当時一般労働者の月給が

ＴＰＰＭＶＰＰ ループソ ｌ と云ｻＢｴｾ 1て丸、たか

ら、相当な4必Ql . をう [ ナてい る。一般

に技術者、こ却ホI家、医者等の精伺1労

働者はなかなか待遇lまよい らしL 、。

月給が多いと云ふ事{ l : ソ述では部

給物資の質も盆も途ふと云ふ草野にな

る、日本の織に全国民五 ｪ ーの配給 ［ｾｊ

でない。自分l"tパ γ は一日 700gr、

砂約は月に2kg、 妥l主Mも働い乞な

レのでパゾ l土4lJ J gr ，砂糖は300gr し

かないと云ふ。月給が月によって呉

ると云ふのは一部固定給ー剖i能率給

になっているからで、説長は図面を

引かないか ら自分より月給は少な

い、日本ではど号だと聞くので日本

では課長カロド課員より月給が少ない

ｾｦｉＢｴ絶対にないと答へもと、こう云



うのが「ソシア リズム 」だと得意そ フスキ ーやリムスキ ー・ コルサ コク

うに云ふ。 がよくぎかれ叉、シヤ リアピゾが来

勤務時間! " I Mは 9 - 18時、冬は10 た誌や吹I剖「ドゾキホ ーテ」を見た

- 19時で、14時から昼休一時間、実 話などすると非常に驚き、且つうれ

働 8 時間で日本より長い。 しそうだった。

日本の「建築維託Ul こ相当する 7 日本の有名な建築家がiilEかときか

カデミ ーの会誌「ア戸ヒテクツウラ れたが、名前安云つでもどうせ知ら

・ィ ・ストロイテルストヴオJ ( 建 ないのだからと，思っていしゅ、げん誤

築と建設コを Ｓ 、例府見せてく ｾｬ た。 殴化しておし、たが、コ，ｾピイジエや

スタ ー リゾグラ ー ド英他破 ｊｾ された ライトの事は日] ふも尺く知っている

都市の再建省s市計l由iや新工業郁子情f だ( t l こ、まだ 111: 界的建築家と云ふも

側、住宅の滋賀などのっている。憾 のを持たお: い日本を思ふといささか

式的には前にｾべた様なもので、吾
淋しく思ばれた。

々の限からは如何にも古くさく見え fJII にのべた向ふの建築制儲を見て

るが、規E誌は壮大でおる。しかし材 いる中に或新築往物の写真が先の小

料其他建築生用" . J には規絡他の拡 学校の正問デザィ γ のネタである棋

大、工場生iffi 過程の明大、現場作業 を発見して、何処も同じ建築家のネ

の機械化、組立量政位宅等、ヱヲ変化 タ探しには' { ! ，' 笑を祭じ得なかった

の一路をまい進しつつらりこれがむ: カｾ -l ui 一明彼に親しみを感じさせ

であり 、終 蹴111土的な高島度で接して

くれたので、私の方でも当時の身 分

的関係による礼は出来るだけつく す

織努めた。帰国の為出発する 1 月程

前日本人千人共建設局の職場を離れ

て他へ移ったが、英の後も道で 2 、

3 回全ったカミ、其の度に人 なっこ し、

顔ｾ手や差しのべて 何時 かへるかと

きしもうずぐだ〈帰る事は二月程

前から判ったのでつと云ふと吾が容

の様によろこんでいろいろ、愛想を

云ったりしてくれた。

終戦後復員するまで 2 年間余阻分

ひどい自に会ったが、苦しい都は殆

ど忘れてしまっているのに、彼から

受けた国籍と恩想を超えた市民的な

交りのほのぼのとした温みは未だ身

近に感じられるのは、 私 の 単 な る

「セゾチメ : /3t リズム」でお ろ う

会主義的リアリズムの突質的な内容

を特長づけつつある本I" I 現場でも見

号けられた。おも州の各軍要旨s市にソ

述が戦勝弘念碑を建てた事もこの雑

誌をみて知った。

た。彼l士吾々に対しても桜めて丁翠 か。仁筆者大林組設計部コ

彼の美しい夫人が時々技術課の部

屋へ来て、課員と品辰かにおしゃべり

をしたり、議論をしたり、時には主

人のがLの側に肢かけて小説をよんだ

りしているさlCがあった。若々の常識

としては全く考へられないアメリカ

でもこんな事( " I 恐らくないだろうと

恩ばれた珍中の珍風最で為ったが、

彼女は云はピソ速での有閑マ〆ムで

あったのであろう。

彼l工日本語を覚えたがっているい

ろノ ート していたが、日 本では トル

ストイ 、チェホ ープ、 ドス トエフス

キー がよく続まれており 、 チヤイコ

日本建築協会京都支部事務所移動

創立以来爽川i邑河原町東入ミラノ工務庖にあった本事務所は今般下記へ

移転し、たしました。

京郡市中京区木屋川f御池上ル水道館内 電話上仁3) 7882、7218香

料} 支笥河4務:嘱託として同館主事内海政雄氏をわずらわする事になりまし

!た。

昭和廿六年六月一日

京都支部長 松 井 清 之 助

スチーJ 1 ，サツジユ

F  ド ア -

F  シャツター

オベレーター ・伸縮戸 ・面格子

設 計 ・製 作・ 修 理

日本サッシユ株式会社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋二 丁 目九番地

電話土佐堀@2995. 3979番
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手4 の 手 習 帖

高 橋 慶 夫

私がH . T 建築事務所でまだ聞も である。所治結果は… … . .我ながら K f I 君事が中心となり、こういう時に

たい噴だから、十四、五年前のこ 及第点はもと無漣のよ。うで: t る。そ は、進んでやり直してくれた。最も

と。当時の S 金属でも始めての大き
して、 「これは高持君の大きな手習 苦心したのは柱であって、之には鉄

い平炉工場を建てることになり、私 tcJ とひやかされた時には、会くそ 骨の透視図を寄いて工夫をこらし

が建物の設計を担当することになっ の通りと、いたく身にこたえた。そ た。或る時、 N 君が家から画舟搬で

た。それまでに一応設計はずんでい して、この大きな手習をさせて下さ 作った四十分のーの柱の模型を持つ

たのであったが、もろ一度再検討す った周りの方々の好意が有難く、こ て来てくれ、これを見て決心した等

ることになり 、為ちこち見学のあげ の手習から色々と学ぶ所の多かった と、この時の想ひ出はっきない。

〈、八幡を見てからということで、 ことを深〈喜んだのでらった。 設計中はそれこそ、手習だたどと

私も製鏑技術の方とーしょに八幡を 次の私の大きな手習は、 N 製鉄、 いうようなけしからん気は毛頭ない

見浮十ることに主主ったのである。震 H 工場の圧延工場で: t った。この設 のであるが、いざ建ち上る頃} こは、

初に案内せられたのは、本事務所か 計依頼を受けた昭和十三年九月一日 之もまた手習だったと思はれて来る

らー脊近L 、第二製鋼工場であった。 l士、今も忘られぬ自の一つである。 のであった。このようにして私の手

すでに大製鉄所のスケ戸ルに圧倒さ この回、 「当分の問、日本にこオ山l 習桜{ 士、段々と変った課題でうめら

れていたからでもあろうが、平炉作 上のものは出来ない」と言はれて、 れて行き、どうやら時には自分乍ら

業床の上に立った時には、全〈気を 新計画のブラシを説明され、アルパ 今度( 1 : 5 : 長り出してもらってもよさそ

抜かれた形でおった。務閣の工場内 F ト・カーン氏設計になる所の、リ うだと、自信の持てるものも出来る

部t士、火と鉄との捻りで一杯のよ弓 ｾ ｻブリツ ク ・スチ戸ル・プラシトの ようになって来た。そして私l士、新

でおり、その中に、巨大た鉄骨が挨 写真をいただいた時、私の) j ( < i ) は感激 しい設計の度毎に、私の手習帳をあ

に包まれてか、灰色にひかつて見え に震央た。そして、今度こそは、ア れこれとひっくり返すのが大の楽し

るの2うえとても美しく感じられたこ メリカに負けないものを設計L ょう みとなって来た。

とを今も憶えている。さて、よろや と気負ひ立ったのであった。今度は 敗戦で二度といるまし 、かとしまひ

く我に返って、目的の構造手法をつ 前の平炉と違って、線がお11かいので 込んで置いた私t士、j J i l : 頁又ひきずり

ぶさに観察したのであるが、始めて ｾる。複維な柱や、スパゾの長いク 出して眺めている。

見た私l玄、ずっかり感じ入ってしま レ戸シ受梁等々と、構造的にも問題 ( 筆者大阪建築事務所専務取締役〉

った次第でおる。そのしさいを説明
の個所が多い。} 本の梁を、何岡も

1951年度版のスヰート S WE E T

ずるのは、今の目的でもなL 、から、
やり直して、一ヶ月もかかった事も の型録がアメリカより到j請しま

話を先に進めることにして、と? と あった。こういう所は、いったん設
した、朝日ピノL 本会々議室の脅

角、私は鬼の首で も耳立ったようにし 計が終ってからも、更によい案が浮

棚しでて会g; . 員り諸ま氏す。の御使l紅を御待ち

て帰り、大いに力説、遂に八幡式で ぶと、何度だもやり直したのでｾつ 1951. 6. 30 

設計をやり直しすることとなったの た。幸ひ、今もーしょにいる N 君や

日本建築協会

合 防 耐 い 間

強 < 1 憧穂号

官E 阪 社 資 的 見 府 高 聞 今 切

話 市 奥 工

北 さを火 一一
川 区 村 l 法

木 重 ・ 統 一一

富野兵 |責 中 天

六一 二:= a.;議 B 官ー z骨 量.  下 目 を 井

番四番地居目ｾ ｉ ｾ協量防五毘 Iさ進てに
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衛 生 陶 器 工 事 用 図 面 伎のー〉

附 風 蒋 具 明 l ! E

品 型昏 名 1il! . l u 

T I 但 B 毘ホ詮 ｾ［ ＿ｉＺ I  2  

1・‘ A
ー止ホ詮付給水管 I  2  

T  7 P  
，f: 排y フ7水 Y 金プ式具 I  I  

T  8B15
h  

T  8 E  
止 金 ｊｾｊ｟Ｚ＠

| バ ッ ク 付 | パ ' 7 ? 然 νi

I _ L I  9  1  1> 2  0  I  

バ ッ ク H 洗 面 漁 師 γ プア叩プ式〉

旦血血J J / J 邑

バ ッ タ ナ v 洗面器

関 西 建 材 会 編

a. at 単車L

高 級 決 E耳 筏

71<. 1売式犬便器 何百給ホ劃穴J
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附・ g 具 明 細

品 寄 名 窃 量量

TI OI I I  竪京栓I / CII 1  

T  5  
給水管" C/ I

1  

T22P 宮内E
接 * 金 且

t  

本 主 主 子 • 

肉 付 手 洗 ま き

附 図 器 具 現 絹

品 否T τ ml u

TI 02 iJ 

高額不付釣丸カラ ｙ 穴ニツ手続 ｾｆ

Z匹 付 手 ft 恭

畠昌' LJ . t dE.

平付鈎丸カラ Y ブミーツ手続告書

ｭ ｉｉＡｾ具現知 1  

品 脅 | 省 周 | 政 量 i

T  101 11. I堅 地 叩 い i

ｭｰｾｾＸＱ 鏡北金具い ｬ

T 5  I 制 管 " 011 ! 11 

| 本 緯 子 - 1-3- i  

l al R 

:1 

-L/.Ll4..J..l五.，

東 : 掌 陶 器 株 式 会 社 提 供

議鈎 開留B222砂'1の庖

株 式

会 社

創業30年 古 い 歴 史 と 新 し い 技 術

美 素 エ業 所

大阪市東区瓦町〈堺筋〉三和ピル三階窓諾北浜@588e呑



建 築 積 算 便 覧 仁 策16図〉

いて ＱＱ 平方尺当ｾｩＶ ＱＱ 商 坪当 ｾｉｉ ｾ 山 |  木材一石苦手数

板

正平方尺 | 延び見込 正 坪 | 延 坪 1I 正 坪 | 延 呼

材
0. 0100 0. 3930 

1089 !I  
ｾＮ＠ 53 

面 0. 11 0. 0110 O. ＰＱｾＱ＠ 0. 39¥30  0. 4356 0. 1199 2. 53 ｾＮＳＰ＠

積

O. 12 O. 0120 ＰＮＰＱＳｾ＠ 0. 4320 0. 4752 O. 1303 2. 32 ::l. 10 

O. 13 O. 0130 O. 0143 0. 4680 0. 5148 0. 1417 2. 14 1. 95 

当

O. 14 0. 0140 0. 0154 0. 50品O 0. G544 0. 1526 1. 99 1. 80 

O. 15 0. 0150 0. 0165 0. G400 O. 5940 0. 1635 J . 85 1. 68 

石 O. 16 0. 0160 0. 0176 0. 5760 0. 6336 0. 1744 1. 74 1. 5S 

数
O. 17 0. 0170 0. 0187 ＰＮＶＱｾＰ＠ 0. 6732 O. 1853 1. 63 1. 48 

O. 18 0. 0180 0. 0198 0. 6480 0. 7128 1. 54 1. 40 

O. 19 O. 0190 0. 0209 0. 68! 0 0. 7524 0. 2071 1. 46 1. 33 

ｏＮｾｏ＠ 0. 0200 0. 0220 0. 7200 O.  7920 0. ::l 178 ] . 39 1. 26 

〈註) 1. 正平方尺及正坪とは、1尺 x l 尺及6尺 x 6尺の石数を示す 。

2. 延 I平方尺及延坪とは、1尺 x 1. 1尺 x 6. 6尺の石数を示す。

3. 木材一石ノ 坪数とは、一石につき各板J撃の板材の長手数ぞ示す。

~単- - - - -位- - - - - - 形- - -状~寸~で去Ii. C尺〉

04 x .  15 . 03 x .  18 

長 6. 6J { 1 長 10. 0尺

木

6. 6 10. 0 6. 6  10. 0 

木摺* - 材料

1 本 に fす き 石 0. 00238 O. ∞36 0. 0040 ＰＮＰωｾ ｉｉ ｾωｾ ｉ ｾ ∞ ω＠

摺
単位当 h石数 1束( 100本入〉にイす 0. 2376 0. 36∞ 0. 4000 O. 6000 I1 O. 60∞ 0. 90∞1  

石板と凡なし
0. 1188 0. 1188 O. 1584 0. 158畳 O. 1980 O. 1980 

1坪にイナ t

木 /1 1尺2 にイサ 1  O. ∞33 0. 0033 0. 0044 0. 0055 0. 0055 

/1 1 m
2

にイサ 0. 0327 0. 0327 0. 043S 0. 0436 

a0545011851461 1  

石

木材 Ｑ 石にイすき束誌に Ｑ ｾ は ＱＰＰ 本 入〉 ｾＮＷＸ＠ ｾＮ＠ 50 1. 67 

墜に打ちイすりたる

昼色1 坪 にイすき 石

数

場令 /1 東 0. 40 0. 27  

壁 1 平方尺に付石 0. 0027 0. 0027 一

蟹 耐 に 付 事石 11 0 回 62 1  O. ＰＲＶｾ＠

〈官主) ]. 墜に打ちfすりたる場合は木摺の明き は3分 として計算せ b。

3. 板 の 坪 数

板 材 1 束 ノ 坪 数

りλ数r;枚 I 2  I  3  I  4  I  5  I  6  I  7  

。列。3 0 1官当ｏＮｏＮｾＰＰ ｼ＠

0 3 5 || 0 . 0 1 1 7  

0.1170.234000..324005000.! :  oe468  

O. 0o71 O. 1341  O. ｾＰＰ Ｑ＠ O.  268

1  

0. 40 |  

10 . 1 3 4 0 . 2 6 8 0 . 5 3 6  

O. 45 I  ｾＮ＠ ｣ＺＡ ｾ Ｑ＠ ｾＮ＠ Ａｾｾ ｉ＠ ｾＮ＠ ｾｾｾ ｉ＠ ｾＮ＠ ｾｾｾ＠
I  

O. ] 501  0. 300;  0. 4501  0. 600 
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面坪当 b所要板数

板 巾 〈 尺 〉 きた付継〈長6尺〉枚I ! 質五平
重 ね 3 分分rに I主主ね父は相突決 9 ｾ、すなる したる

相決 9 3  長6尺〉枚/00坪 場合板 材 の 坪 に対 地 力日率

0. 30 ｾｯＮｯ 枚 ＲＲＮｾ 枚 x  1. 10 

0. 35 ＱＷＮｾ＠ 18. 8 x  1. 10 

0. 40 15. 0 16. 3 x  1. 09 

0. 45 13. 4 14. 3 x  ] . 07 

o. 50 12. 0 12. 8 x  1. 07 

o. 55 10. 9  11. 6  x  1. 07 

0. 60 10. 0 10. 6  x  1. 06 

0. 65 9. 3 9. 7 x  1. 05 

0. 70 8. 6 9. 0  x  1. 05 

o. 75 8. 0 8. 4 x  1. 05 

0. 80 7. 5  7. 8 x  1. 04 

0. 85 7.  1  7. 4 x  1. 0品

0. 90 6. 7  6. 9  x  1. 03 

o. 95 6. 4 6. 6 x  1. 03 

1. 00 6. 0 6.  ｾ＠ x  1. 03 

く設〉 1. 板材の増加率は、実五平に対する所要板材の士省加の割合を示す。

敢に、巾4寸 5 分の板を使用し笑付張 b とすれば坪当 h長6尺ものにて13. 4枚なれど、重ね

〈下皮板〉又は相決 9 ( 床板・羽目板・打錫天井板等コとなしたる時は 11. 3枚を、要す。

一坪会5! l : るに、 1. 07倍すなはち1 . 07好ーを要する事を示す。
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会 員 勤 務

入 会
者

二 号 会 員 仁木部〉 註 ( ) 内はすイ1介者名

井田商事〔株〕浪速! メ川円手町1017。加tj ! ! シヤ シタ ー

〔株〕生野区中) IJrlJ3の220 ( 株〕木j寸小 組 堺 市 文

珠掲i温1の18。 阪 国 組 来 住 吉I:>( " I ; 辺広汚J 3の180

〔株〕大三製作 所 東 成区 東今旦 ｾｊＲ の Ｕ つ。阪神鉄 ｗｩ

〔株〕此花 区 ｕｌ ｬＮｬ ｾＺｴ 島大 Ｑ 函 Ｒ の ＱＲ 。

正 会 員仁木者1>)

問 中 留 男 京都市中京区堺百J jffi 竹屋均千ノレ〔簡易殖P長

男11;尽営t- i 7課長〕 仁志. 垣正説、コ。 武開示: 芝町 西宮市鳴尾

町渡i額21 ｣ｩ 巴建設常務 ｾＺｩ 締役〕仁木下宿 ーコ 。 縮 図利

三日1¥都 島区新l鳥取通5の1 ( 臼木建設工業J ( 復活〉

期 内 恒 雄 西 lえ気品庁l J 7o ( 大阪市建築局蛍結〕仁池田

達雄〉。村田1ミー 京成 l三大今里本問]'4の160 ( 悶際工

務活〕仁宮里子正治〉。 山地英雄 旭 区新森 小路 ｉｉｾ ム

の2 ( 大阪府建築部住宅『ぷU ctffHII=: 民h) 。

〈兵版支部〉

北方色館節T百1三 尼d由崎l碕奇7市N例仰lロD1下刊lパ1' )蕊jJi臼5 の20∞oCi常仕城了

?本転正直〉λ。 材記釘f 修 yI :J 持市北条吋t欽失J道百f約月F《伶"第 5 号号. _一戸

〔大阪欽道l監諾諒問昨'.if:路許2怨主z築佐佐，)(沃刈Hω山VJ 役 J (イ必' H市引官的|内1一夫コλ。 闘

山侃一 布利制iド1戸市主生i七t且凶山i日!区y足申王ο』中|ド4μ山!円弓 "J通i泊益 4ーの82 ( 建築J ・5負来〕

く幼ケ内倫夫〉。 松丸: ! I { ー 凶宮市久出ヶ谷町120(西

宮市住宅課〕 く宮本: 正 11'0 0

〈和歌山支音!l コ

竹信正利和 歌 山 県ヌ ｾｩｪ 主製 ｬｭｊ 郊付 ｭｲ 浜 ノ ｾ￪ｬ［ ( 新世; 高等

学校建築科教 諭J ( 土引: 麟太郎〉。

t 中国支部〉

木村正明 島根県 出雲市今市川J 593 ( 出雲p，段 高等学

校管理課長 J ( 飯塚必，l Tり。

進 会 員〈ヌド; 部コ

。fA宗 治 彦 府下北河内郡YLJ 先: 駁川I宇域; C'!，g尾{ 世二 以

下同じコ。飯家反凶長; ; 島! K 都島本通6の63。 岩 城 良

信 神 戸 市 線区南平J純正294。 岩成点 福 島 区 紫 外 附

2の44伊藤猶次日1¥方。上l l i } 喜・疋自民生野区猪W! 峰 西3の

63。 大 久 保昌一 尼 崎 市西大島東下川田3350 )11口一

郎 事11戸市生田区元.')1]'5の53。 沢 村 光一 京都市中京

区新可i函六角下ル。 芝 野 利 _ JU住 吉 区 田 辺 西 之 町

5の40。 末 岡 利 雄 西 淀川 区花)11北ノ mJ 9。問中j巴記夫

尼崎市東 Ｇ ｉｩ ｓ ・ｾ ｾ松ケ木 Ｑ ＰＸ Ｇ Ｑ の Ｒ 。高木幹ｬ￭￯ｉ ￭ 神戸市須磨

区if4mJ l の31。 堤 可広 枚方市減阪大工学部祭。芳賀

俊 彦 枚 方 市 田 宮465中西辰造方。 原1猿 枚方市新司I

233回. 口方。矢野克巳 堺市西淡可五の277。 山本久

府下中河内郡継手' l l J 字六万正予1960。

〈京都支部〉

稲 垣 修 京 都 市 上 京lヌ

転 居 、 転 勤

二 号 会 員 仁本音! l )

井 上 向 山 西I:><JR吋羽下通l の7。典型建材工訟羽7 興

illi 辿設工業〔株〕に名儀変更。回辺工業〔有〕間|豆江

戸抜11' -ド過2の17。

正 会 員 〈木都〉

有.03正 京 I<C北 浜5日建設計・工務〔株〕く東海支部より〉

石原述仲 間[:><.:;土佐j，WJ .i 忌1の1大同ヒソし石原建築度計事

務所。 」二区! 良治c ! 同日H J r 工坊所付1
i
地 1)0 加修善古 伊

丹市行法問ｊｬ ＴＴ 。片山信一大法。 Ｇｾ天 ｴｾ ＱＱ 渇筋 Ｓ の ＶＲ 。金

島川郎 八 尾市山本294。 上林[¥'iMD 宇治市在輩47。

川添ーデ. 八尾市山本3の1住友自! 孫祭仁和歌山より 〉。

木村正夫〔株〕奥村組へ 松効。 小 ｦｩｅ ｐｉ 月 ｬ 来仙台 ｛ｾＳｊｩＮｬｬｩｽ

同開吋373の4。今2長一郎 I! E会員より 。: 宅谷陽光左

谷 米三良11に改名。沢宏 l!li 会呉より。茂IW 北 区絹笠

間｝ＧＱ Ｓ 茂事務 所。 ｪ 恥匹敵喜四 同市 祁 ｉｾｾ 舟 ｊＹ 。白 ￭ｪ 川信

夫 東 住 吉区桑津川Joの92。 松 谷弘 自 宅にて建築土

木設計施工。松7i<t}i 志 京区今符4のl 初 日信託ピノレ束

tl 日建築l J i務所C l ' !iJ方よ り、。 古何台t. 1D 日米〕大H ; 組〈

京部より 〕o tf的泌さそ立l; 地!λE1主主)1 :守if 2の13。

〈兵庫支部〉

til 貞鋭 利l戸市i*!1! 反射巴すj・3の1 仁復活 1。 燦出孝雌

神戸市垂水区J : W云庁行中l:'ij .J I:395の20 分五武見 切j : 石市

ｾＪ市 皆 川崎航 空 ｨ ＧＡｊｆ住宅 ｚＱＸ 場。 正木 ￎｩ ￞Ｚ也 自宅で，u1J正1t

'1-1'.設」止。

σLHl 支部〉

佐多切 ｊ 見鹿児島市山之口Ｇｾｔｬ Ｓ 街水建設鹿児島出張所

原玄一 長崎市}J 沙 問l可渡辺新興長崎支出. く中国より 〉

く;f J歌山支部〉

竹中古彦 和歌 山市新功l! 二十軒了18 " 薮木丸 一 和 歌

山市東長:ilJ 10の13。

。X l'i l¥支部り

杉木匝fl 自11 滋賀県奴田部春WH'J 大阪窯業セメント銭高

組詰所 OUI，方より 〉。

仁]l {甘i }. 支部コ

染木正夫名Ｍ ， ＮＡ［屋市ｊＱ ｾ［ｦ ｊＱ �＼ Ｚ Ｇぶ 路 ｩ 丞 Ｕ の ＱＱ Ｐ

OU! プ' ])

香川 芳 明 東 京者n '立川市君主予備隊第 500 施設隊木

部施設波長仁木部より 3。桑原明 松山市悔津守司134

60。鈴木! ! 問一応11 福井市宝永上司大林組出張所( 本部

より〉。国 ｉ ｉｾ 耕三神奈 川 県 川崎市東 Ｒ の ＵＰ 。

准 会 費

〈本 脅j D

i登川英明 布11戸市兵庫区山出町下手干上芝床51の1。 膝

巻寿男［福島 ｊｾｪ 約 ｈ 本通 Ｑ の ＵＴ 。 向井哲一 府下泉南

郡統伝 達 村 ＺＡｩｊｾｭＮ。

( 兵庫支部¥)

竹 森 義 明 神 戸 市 東戦 区魚崎町獣医魚崎桜内。
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会
務 く五月分〉

兵 庫 支 部

1 日 午後一時事務所で役員会開催吉田支吉本，長外出

席木部大和・盟事列席25f下度決算期業報告、26年 度予算

の件、 h%.、会う司H告の何ーを協議した後協会今後の在り方な

ど懇談し終って歌劇! を見一同若返った気持で解散した

25日 午前十時半宝塚歌炭! 甥鉾台装置見学会日間f 後正

午より開場内に於て総会開僅予算決算共他を別項の通

わ議決した。

主 認 会

2 日 二時より於朝日中野外型主記大和盟主li 出席各委

員会、職員' & 宇繊及柄欠、給与張。箆検討吉本協議。

建 材 部 会

8 日 正午於朝日青木草間＿長が出席、九月建材ｾ月｛ｌ Ｑ 号

Ａ京都提供の件、オ三年及よ業 検討 ｾ ｴ 仙怒 ｮＮ た。

理 事

，合、

コ"

9 日 ニ汚より於朝日、中野主記代表外10名出席、各

蚕員会委員委 嘱。 特設 記 念 ｾＮ教委 員 ＱＺ ｊＮ［ 別工 ｉｉ の遥り。 常

務ｻ里駅任期 満了につｾ Ｍ電任 の件、機長百字荻有 ｊ￬欠 の 何 二 枚

職員定時昇給の件夫々別項の通り協議、 ＳＢＺｾＧ 己主 Ｎｾｾｉ Ｍ 一任

とした。大阪府住宅復興促進・協議会政立準備会:mfllf 参

加の件。入j包会詮筒2・E合議した。

11日 2: 時半より於大阪建設会館 竹際会長外12ヂ1出

席臨時 ＺｑｬＱ ｬ￭ 会 ｓｾ ＱＱｈ 、前回持 越の託念 ＼ＺＺｬ［Ｇ 業内特と会館問

題につきぬ討し夫がfM次回に譲るヲc_1，; ・とした。職員安l給

の件主記報告通りで、承認。

講 演 会

14日 凶; 待より六時迄、於大阪建設会館二 院 内 田 祥

三惚士〈元東大総長〉岸田日出乃防士く京大教授〉小

林政一 同士Ｈ 工大教授〉子氏を荊じ間合 ｴｾ 、竹阪会長挨

拶司会の下に別項の通り夫々右定義な誌官官で一同窓ず

r、所深きものが怠った。 当 日会する者50余名。

綜合殴計建材部懇議会

18日 豆l待よりヨ王時朝日 綜合部門大林組成木工務宿

銭高組各設計部長タト 設計部:門大阪建築事務所、日

建設計工務、中西、i u : 昼、佐久間各事務所、大阪府住

宅 謀、敷島介放同級鶴吉宗総; 深出席 、建材部より石材、

スカイライト、瓦、スレート、一段建材応十一社出席

大和常務辺司f司会の 下に開催、各建材の近況を述べ質

問応答らり1 t l i麦設計及施工出より業者に望む意見開陳

あり怠議深くｾ会裡に終った、向今後も出来る限り続

行を申合せた。

和 歌 山 支 部

19日 一時より於同市役所階上会議室役員会開催、島

付副支部長外八名木部プ" ;j<nl 自 c:9iJ席 23年度二li 業報fha

決算、 ＲＶ 年度予 Ｓ＿ｾ 然、必 Ｚ Ｚｾｄ 日 ｩｩｕ の ｦ 午、 会民間 及巧Ａ ‘栄 ［ｦ ｴ

伯、会私協議した。

ｭｾ 有子尼崎工場見学会

会ｾｽ委員会主合 ｵ の Ｇ ｛ＧＭＱ こ ＲＲ 日午後二時よりＡｊ日針、阪 ｦｩｬＱ 出

屋 敷lR1i;- 1t 合す 7 、もの灼oO千: 、二時半削工場にで製浩

氏長山崎茂樹氏より製造工程説明特殊ガラス政桜実験

室立εあり工場見学、終ってi白沢辺司協会を代表謝討を述

べI! LI 作品頃i設会。

京都支部役員会

26日 午後21時於水道会館 松H支部長外 8 各木部大

手 ｮＱ ［ｾ 務包苓 ｩ 安 ｪ 主会 ｫｬＭ 係列席、 会 務運行協議州市上支部

￩ ｝￬務脱託の水道会館主都内海副泌氏、 Ｎｬｾ 集金ｬｽト秘腕託

氏主主と木音ｾとの述絡共ｻ也打合せた。

理事鈴木一室長氏離日夜

多年オ王会血事として絶大なt 1i協力を符;t ておられた同

氏 は 今 制4京本腐の聡訟にf担保; 豆、去ろ五月十ブL 日上

京さ れた。

坂 静 雄 君 日 本 学 術 会 議 会 員 当 選

会員工学情士奴税制i茅11士今般日本学旅会fiIT会員に当選〈吉田手二時土逝去によろ繰上げ当選〉さかましたぜ

斯界のため慌; : p の街健闘を祈ります。術開会議の記録等は時々木会に送附されてい るが膨大たもので一々陪，放

することができません、;;!c会):l!] 日 ピル事務所} こ備付けてらりますから希望。方は阻時臼l明弘下さい。

回 会 連 合 協 定 工 事 請 負 約 款 に 就 て

前号載＿をの通り今般改正の上言ｌＺ ｩ約款は中タｾｾ買業審議会歩、定の民間建設工期標準討負契内々款と同 一 内 特 で

五まも!守勢} 三郎 したものでらる 、木会l主連合凶会の一員として当l j . l : 者各仰が広く 利用されることを熱望 I ていま

す、会員各イ立におかれでもこれが普及に御協力下 さし、。 一部￥30. 00
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六 甲 山 納 猿 会 ( 一 泊〉開 催

港都神戸市と商都大阪市を箱庭として且つ指呼の聞に淡路島を一昨に牧必得る海抜30¥)0尺の六甲山は、関西

の軽労択として眺望絶佳、昨年も好評を博したので誌に再び涼風と緑に包まれた山荘に納涼懇親会を下記によ

り開催いたします。御希望の方は人員に制限がありますので満員にならぬ内御申込み顕います。

l 、日 時 7 月27日〈金 ) 23日仁土コ午後 5 時く晴雨不論〉

両 日の内何れか一日 を指定のこと、日曜I" I 交通と山上共に混雑しますのでi I l f ，t ました。

1、 集 会 所 六甲山ケ戸プツL 訳 1、 会 費 金 1000円仁一泊二食、欽l ) WJ、風呂、英他雑貨等〉

1、 設 餐 雲 宿舎でー浴後開催 1、 交 温 費 御良弁のこと〈朝食後解散コ

1、宿 舎 阪神山の別荘 1、申込締切 7 月25日までに会費をそえて御申込みの こと

但し借入山荘の者 jl合により予定人員に透したときは期日前でも締切る。

。参 加は本人に ｾｬｻ りまずく同 伴者はお断り〉 。洗面道具l士御携帯下さい

。阪和[1新在家駅よりバス( 始発所〉く途中省線六甲道、阪急六甲口よりも乗れます〉で土栂駅着ケ 戸フ‘ A

に乗車 。バスは華rr在家を毎時40分} こ、ケーフツレ毎時13分に発事します〈各1時間毎に〉

仁バスは18時40分、ケ戸フルは19時13分が終発〉

。午後 Ｕ 時と Ｖ 時のニ回ケ戸フル山上駅で待合せ案内します仁山上より宿舎まで徒歩約 Ｍ ｾｏ 分ノ〈スもあり〉

O  若し 6f砕までに遅れた方( " I カンツリ戸ハウスにお越しの上宿舎をお宅ね下さし、。

キ ャ バ レ ー ハ リ ウ ッ ド 見 学 会

今春竣功営業中のハ リウ ッド下記に依り見争しまず、この建物I" I 画家中村真氏設計r::. 係乙欽筋二階逮でーあり

ます。

1、日 時 七月二十凶日0 : . ) 午后二時集合

1、 集 合 研 市内市区久左衛門町五三ハリウッド仁道側堀松竹座西〉

1、会 費 ￥ 100 1、申込締切 七月二十三日迄会費念隊、へ申込の事

0  締切后の申込と当日会楊飛入お断りの事 O  集合時間励行の事: 仁三時見学終了〉

O  会員主主i清用たい方I" I 入口でお断りされる事があります。

社 団 法 人

会勢委員長

日 本 建 築 協 会

松 村 雄
士

口

編 集 後 記
建 築 と 社 会

今月号はホテル号として村野藤岩氏の近作二つで特鑓

した。協会の経済状態で、は、広い 範 囲の取材が困難の

上、写真なども末来は協会から撮りに行くべきところが

行けたいので、どうしても商業者鵠志に比して見劣 りの観

がする。そこで編集方針を極力重点高切こして、例えばこ

の号では志摩綴光ホテルについては恩ひ切って詳しく紹

介を試み、設備図面、 構造図面、詳細図も多く掲載した

い積りでるったが、原稿務夜! 期日に追われて果せなかっ

たのは残念でるった。

8 月号は協会に縁故の部ρ 建築界の名士の方々に登場

願ってータ談を集めたく努力中、 9 月号I"I 建築材税特集

号として、これも準備中である。 く白石〉

第 3 2 輯 第 7 号

売価 1部80円 く送料共〉

昭和 ＲＶ 年 Ｖ 月 ＲＵ 日印刷・昭和 ｾＶ 年 Ｗ 月 Ｑ 日発行

編集者E行人 戸 }I[ 弘

発 行 所 訳 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ 烏3 ノ3朝日 ピル

電 跨 北 浜 @1334- 9 呑

録 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 G 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社電鰻鯖m20筋 書
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